
「旭中学校と私」 

  

旭中学校創立８０周年、まことにおめでとうございます。 

 私と旭中学校との関わりは、３回あります。 

 初めは中学生として。昭和４８年４月入学、昭和５１年３月卒業です。当時

はまだ市内に中学校は一つしかなく、尾張旭市全域から生徒が通っていたマン

モス校でした。 

 そして教員になり、新任として初めて赴任したのが２回目。退職前最後の３

年を過ごしたのが３回目です。母校で教員生活のスタートをきり、そしてゴー

ルを迎えられたのはとても幸せなことでした。 

 それぞれの関わりの中でたくさんの思い出がありますが、中でも３回目は校

長として勤めさせていただき、多くの方にお世話になりました。 

 とにかく忘れられないのは、最後の１年。コロナ禍まっただ中で３月から全

国的に学校が休校になっていました。どのように学校を再開していくか、休校

中の遅れた授業をどう取り戻していくか、野外活動や修学旅行の宿泊行事をど

うするか、卒業式や体育大会、文化発表会などの行事はどうするか、職員みん

なで一生懸命考え、決断ばかりの１年でした。 

縮小はあったもののなんとか中止することなく行事も行い、無事に１年を乗り

越えたのは私にとって大きな出来事でした。 

 思い出深き旭中学校、これからますます発展されますことを心よりお祈りい

たします。 

 

元校長 松本浩一 様より 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


